


1 対 1 で調合し作り置きする。粘度
が緩いので、CMCパウダーを 5％～
10％配合し粘度コントロールがオス
スメです。この薬剤で、カラー毛の
強い癖毛まで対応可能です

薬剤強さハード

カラー毛・・ハード単品をダメージレベルに合わせて根元～毛先の順に塗布
バージン毛・・ハード単品かクセが強い場合は、フォルテ 9.5 を 10％～20％混合して根元～毛先の順に塗布
　　　　　　　フォルテ 9.5 はアルカリ度を持ちます。ダメージ毛には使用しないで下さい。
ハイダメージ毛・・ハード単品で時間を短くコントロールするか、ドロップを配合しパワーを弱めて補修効果
　　　　　　　　　を高めます！（ハイダメージ毛は、ハード対ドロップ 1対 1でも十分に軟化します）

パワーアップ剤

パワーダウン剤

分子混合型タンパク

※加温 or インフォーム 5.5 を塗布。
温度が上がるか、促進剤を利用するかで、薬剤反応がスタートします。
・ハイダメージ 1~5 分　・ミドルダメージ 5~12 分　・バージン毛 12~20 分
フォルテを配合した場合は、常温でも軟化します。

インフォーム 5.5

※セカンドローションにドロップを
　20%添加すると質感がUPします。

（アクアを使うとディープ Kの持続性、熱からの耐熱性が上がります。酸化促進効果もあり）
（ハイダメージ毛はエステティックオイル or ディープ Sの使用をオススメします） エステティック

オイル

★カラーを行う場合は、ブロー後そのままカラーを塗布できます★
※新生部にアクアorディープKorドロップを5%添加、履歴部に20%添加して下さい。
　処理剤でPHコントロールをしないとカールが弱まってしまいます。
＊修復系リトーノカラーがオススメです！


